
　

俳　

句 

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

水
嵩
の
増
し
た
る
川
面
赤
蜻と

ん

ぼ蛉　
　
　
　

大
森
妙
子

苦
労
話
し
の
弾
ん
で
を
り
ぬ
心

と
こ
ろ
て
ん

天　
　
　

森
本
郁
子

風
鈴
の
音
色
ひ
び
き
て
飛
行
雲　
　
　
　

森　

隆
子

想
ひ
出
の
小
箱
あ
け
れ
ば
蝉
の
声　
　
　

三
谷
福
美

朝
顔
の
今
朝
の
紫

む
ら
さ
き

咲
き
出
づ
る　
　
　
　

三
好
清
信

吊つ
り
か
わ革

の
満
員
電
車
原
爆
忌　
　
　
　
　
　

佐
伯
和
江

一
匹
と
な
り
し
金
魚
の
無
表
情　
　
　

越
智
小
百
合

潮
の
香
に
独
り
の
素す

あ

し足
伸
ば
し
を
り　
　

中
尾
明
代

　

川　

柳 

　
　
　
　
　

藤

原

眞

佐

美

選

羅
針
盤
持
た
ぬ
老
後
の
夫
婦
舟　
　
　
　

三
好
清
信

朝
顔
の
垣
根
カ
ー
テ
ン
昼
寝
す
る　
　

高
橋
ト
シ
子

五
七
五
努
力
結
果
に
乾
杯
だ　
　
　
　
　

近
藤
忠
夫

バ
ケ
ツ
持
ち
畑
水
ま
き
筋
ト
レ
だ　
　
　

髙
塚
啓
子

盆
お
ど
り
月
も
空
か
ら
加
勢
す
る　
　

木
原
恵
美
子

り
ん
ご
箱
に
孫
へ
お
米
の
宅
急
便　
　

髙
塚
フ
ミ
子

あ
り
が
た
や
蝉
と
お
経
の
大
合
唱　
　
　

近
藤
美
鶴

手
品
師
の
裏
の
裏
ま
で
覗
き
た
い　
　

日
野
け
い
子

　

短　

歌 

　
　
　
　
　

田

坂　

幸

選

蝉
殻
に
耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
え
来
る
生セ

イ

生セ
イ

生セ
イ

生セ
イ

瞬ト

キ間
瞬ト

間キ

ト

キ

瞬
間
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村
三
重
子

黒
部
川
源
流
越
し
に
仰
ぎ
見
る
槍
の
穂
先
の
鋭
く
光

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
増
善
久

病
む
我
を
大
雨
の
夜
訪
ね
く
れ
し
兄
の
肩
先
ず
ぶ
濡

れ
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
正
利

昼
下
が
り
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
鮮
か
に
孫
が
育
て
る
朝

顔
涼
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
富
美
子

嵐
去
り
稲
田
を
渡
る
風
涼
し
祭
り
近
づ
く
道
前
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

暑
き
中
母
と
歩
み
し
田
圃
道
今
日
の
墓
参
は
車
で
涼

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

昇

わ
が
作
り
し
初
め
て
の
芋
手
に
持
ち
て
重
さ
計
り
つ

つ
空
仰
ぎ
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

隆
子

母
親
の
形
見
の
着
物
仕
立
て
直
し
末
の
妹
に
送
り
て

や
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
見
眞
由
美

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

「あきらめない」


